
12月  　



ー募集用ビラー ー参加ー

ー実績ー

インフルエンザなどの風邪が流行っているタイミングだったため、
当日欠席が相次いだ

むむむ。× minore ×矢浜小6年生　おわせいく



振り返り①　全体概要

<目的>　

学校から出て社会の中でリアル体験をしてみよう！
minoreに協力いただき、①お客様のニーズを探る〜②販売(卸)〜③次の製品作りに繋げるを通じて
木材への新たな付加価値の共創の体験を行う

①子どもたちにminoreでカスタマージャーニーを体験してもらう：テント張り体験、火おこし、焚き火体験、キャンプ飯
②商体験：リアルな値決め交渉、お客様とのコミュニケーション
③商品を使ったお客様(むむむ。の参加者)の声をいただく
　

<実績工程>
天候：晴れ
(最高気温16.8℃と
この時期にしては非常に暖かかった)

都合により、
②を12/7に実施

最後に撮った集合写真
(同じチームのお兄さん、お姉さんからもらったトーチを手に)



子どもだけでやるテント張り テントに入ってゴロゴロ4つのチームが
隣をテントを横目に頑張る

矢浜小のおわせいくの取り組み説明 矢浜小トーチづくり
のこぎりで丸太を切る →キンドリングクラッカーで割る

12/9(土) デイキャンプ



火おこしに苦戦！！！矢浜小６年生が頑張って空気を吹きます 頑張った後のチーズフォンデュ

トーチの納品を無事に終えました。
”火をつけるのが難しかったので、次はもっと空気を入れれるように隙間を大きく

したい！”との振り返りました。
↓

岡社長は1/20にマルシェで頑張って売ります！と宣言



振り返り②　参加者アンケート (回答率 100%)

Q1.保護者の満足度

Q2.保護者の活動量

Q3.保護者の体験値でよかったこと

Q4.子どもの満足度

Q5.子どもの活動量

親子とも
程よい疲労感が過半数以上
(ずっと立っていたのが効いたのか、
ややきついの回答もあった)

Q6.子どもの体験値でよかったこと

満足〜非常に満足で
100%

むむむ。カートは子どもより大人
が楽しんでいる。
フォンデュは親子共に
楽しんでいただけた。
6年生に教えてもらった
のはよかった！

一人目 二人目



振り返り③　参加者アンケート　学び、生声

保護者の学び、よかった点 子どもの生声

今回、”子どもだけ”、矢浜小学校のお兄さんお姉さんと
一緒に進めるしたことで、むむむ。の保護者にとっても、
子どもにとっても良い機会、体験に繋がった 。

トーチをお土産にすることで、それを元に
自分の頑張りを家に帰って伝えることができ、
むむむ。〜家庭がつながる ことができた。
火がつかない、テント張りが難しいなどの 苦労も良い
思い出になっている。



振り返り④　参加者アンケート　デイキャンプの軽食について

キャンプ飯の量

<量に関して>
食材は余っていたので、
時間がもう少しあったら、足りないと感じ
た人には満足いただけたかも？

<質に関して>
美味しいというコメントをたくさんいただけてよかった。
自分達で作ったというところも大きいと思う。



振り返り⑤　参加者アンケート　矢浜小へのフィードバック　

矢浜小6年生への保護者からのフィードバック

1人1人が、矢浜小トーチを作るという 技術を
習得しているというだけで、感心 したが、そ
れをどうやったら子どもに伝えられるか、考
えながら行動してくれていたのがむむむ。の
保護者に伝わっていた。

特に、刃物や火という危険なものを扱う の
で、しっかりとしたコミュニュケーションが大
切であることを理解し、 最初の導入から丁寧
に、気を遣いながらむむむ。の子どもと接し
てくれた。

また、”諦めず”に”一生懸命”、”責任感を
持って”などの能動的な行動は、おわせいく
の成果そのものではないかと感じた。

運営面での改善点

アンケート回答なし





2月  　



←募集用ビラ



記録写真

絵本の読み聞かせ
ストーリーを理解する

山から海へ歩きながら、
山の幸・海の幸を探す

山の神が祀られている
ところへ

山と海の繋がりを感じる
（水をたどる）

海に到着。海の幸を探している
と、オコゼが出てきた！

バーナーでオコゼパンケーキを
作ってみんなで笑おう

チョコペンでオコゼの顔
を描く

カートでむむむ。に
帰り、振り返り



振り返り①　全体概要

<目的>　

参加者目的（遊びながら体感すること）

・山と海が近いからこその尾鷲の文化「山の神祭り」を体感する！

＞山から海に降りていきながら山の神祭りを体験してみることで、山の海の近さ、尾鷲の山にあるもの

海にあるものに目を向ける。

運営者目的：今までのイベントでの学びを生かし、全体を見て進行を行う。

<実績工程>
9:30 むむむ。集合：つなぎ着る→9:45 導入挨拶、絵本の読み聞かせ→10:30 むむむ。から山の神に歩く→10:50 山の神着。VRを使用し、お祭りの様子を見る。→11:05 
山の神から弁財さんの砂浜へ歩く→11:45 弁財さんの砂浜着。海の幸を見つけてみる。→12:00 ここでオコゼ（ゆうにい）が登場。ホットケーキで面白いオコゼの顔作り

（チョコペンで顔を描く）。食べる→13:00 貝殻で面白いオコゼの顔作り→13:15 カートでむむむ。へ→13:30　つなぎを着替える。→13:40 参加者振り返り

<軽食>　＊ホットサンドメーカーでオコゼホットケーキ（写真参照）

　　　　 ＊スープ・ココア・コーヒー

　　　　　

＜参加者＞：8名(子ども5、保護者3)
　　　　　　同行スタッフ：(有)ドーモ　　森田さん
　　　　　　　　　　　　ボランティア　  吉田さん、いずみちゃん
　　　　　　　　　　　　(一社)つちからみのれ　日向、宮崎

・天候：晴れ



振り返り②　参加者アンケート (回答率 100%)

Q1.保護者の満足度

Q2.保護者の活動量

Q3.保護者の体験値でよかったこと

Q4.子どもの満足度

Q5.子どもの活動量

坂を登るのがきつかった、という
子がいた。

Q6.子どもの体験値でよかったこと

満足〜非常に満足で
100%

「向井地区の、山の神が祀られ
ている所を見にいく」が親子共
に満足度高

「絵本の読み聞かせ」
「山から海へを歩きながら、山
の幸・海の幸を探す」も満足度
高め

一人目 二人目



振り返り③　参加者アンケート　学び、生声

保護者の学び、よかった点

子どもの生声

山と海の繋がりを感じてもらう
という目的が達成されてい
た。

自然イベントでは、普段から
外に遊びに行く方であっても
行ったことのない場所の発見
につながる。遊び場が広が
る。

ヤーヤ祭りの直後だったこともあり、その余韻
がある中での開催だったので、「祭り」が色々あ
るという気づきにつながった。



振り返り④　参加者アンケート　継続性

今回は自然だけでなく、文化に触れる内容となった。
このような自然と結びつく文化を感じるイベントも今後開催していきたい

今後も今回のように文化に触れる機会をもちたいか

「山の神祭り」というものが尾鷲にあることは知っていましたか？

今回は最初に『山の神とオコゼ』という絵本を読み、そのストーリーに沿って歩いていきました。
もともと「山の神祭り」のストーリーは知ってましたか？

「山の神祭り」自体は知っていた人が 100%
そのストーリーも、知らなかった人は 1組だけであった。
「山の神祭り」のストーリーまで知っている人がほとんどであったのは意外
だった。


